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要旨：根口クラゲ類エビクラゲの摂餌生態を解明するために，瀬戸内海産個体を用いて吸口構造および消化管内容
物の観察を行った。吸口は長径約 350 μm，短径約 130 μm の楕円形に近い形であり，このサイズクラスの動物プラ
ンクトンが捕食されると推定される。採集した 7 個体の内，4 個体の口腕水管内から小型浮遊性カイアシ類
Paracalanus parvus s.l., Oithona sp. の 2 種が検出された。これらの体幅は吸口のサイズと一致する。
キーワード：吸口，食性，根口クラゲ類，エビクラゲ
Abstract: The feeding habits of the rhizostome Netrostoma setouchianum (Kishinouye, 1902) collected from the central 
part of the Seto Inland Sea, Japan was examined based on observations of the structure of secondary mouths and contents 
in the canals and stomach. The mouths were oval, approximately 365 μm along the major axis and 130 μm along the 
minor axis. Small-sized planktonic copepods such as Paracalanus parvus s.l. and Oithona sp. were found in the canals 
and had body widths that fell well within the size of the mouths.
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Ⅰ．緒　言
　エビクラゲ Netrostoma setouchianum （Kishinouye, 




ビア海で出現が確認されている （Gul et al., 2015）。エ
ビクラゲにはタコクラゲモエビ Latreutes mucronatus 







Mastigias papua（Lesson, 1830） や サ カ サ ク ラ ゲ
Cassiopea ornata （Haeckel, 1880）も根口クラゲ目に属
している。また， 食用種として利用されるビゼンクラゲ
Rhopilema esculentum Kishinouye, 1891 やヒゼンクラ






















ほか， 2003；峯水ほか， 2015）。また， 水族館で人気の
高いカラージェリー Catostylus mosaicus （Quoy and 
Gaimard, 1824） はユメエビ類， カイアシ類， veliger 幼










　2014 年 8 月 4 日 （小潮， 満潮時）， 8 月 19 日 （小潮，







集した順に個体番号を付けた（Nos. 1 ～ 7）。















行った。次にエタノールシリーズ （60％， 70％， 80％，
90％）にそれぞれ 15 分間，100％エタノールに 30 分
間 （2 回） 浸けて脱水した。脱水後， イソアミル酢酸
に 30 分間浸けて置換を行った。置換した試料は臨界
点乾燥器（JCPD-5， 日本電子株式会社） で乾燥させ， 
イオンスパッタリング装置 （JFC-1100， 日本電子株式




























スケール = 50 μm.
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ばれると推察される。また， Costello and Colin （1995） 
は根口クラゲ類 Stomolophus meleagris Agassiz, 1860
が傘の拍動により水流を起こし，カイアシ類等の餌生
物を口腕で捕食していると報告している。Nagata et 





（b）bc部の拡大．スケール = 2 cm（a）；2 mm（b）．
 
図 3．エビクラゲの吸口付近の構造．
（a） 吸口周辺の構造 （gr：溝， cr：棍棒状突起， sm：吸口）；（b） 吸口の拡大；（c） 吸口周辺の
SEM像；（d） 吸口周辺の溝部分の拡大した SEM像；（e） 溝部分に存在する繊毛の SEM像 （ci：
繊毛）；（f）溝部分に密集する刺胞の SEM像 （ne：刺胞）．スケール = 500 μm （a）；100 μm （b, c）；
10 μm （d）；2 μm （e, f）．
図 4．エビクラゲの口腕に存在する棍棒状突起．
（a）棍棒状突起全体；（b）棍棒状突起先端（ne：刺胞）．スケール = 20 μm（a）；10 μm（b）．
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　個体番号 No. 2（傘径 17.5 cm），No. 4（傘径 6.4 cm）
の口腕 1 本当たりの吸口数と大きさを測定した結果，
それぞれ 317 個，144 個の吸口を確認することが出来
た（表 1）。吸口は楕円形及び楕円に近似した形をし
ており （図 1， 3b）， 大きさは No. 2 では長径 372 ±
183 μm， 短径 134 ± 85 μm であり， No. 4 では長径
348 ± 128 μm， 短径 121 ± 52 μm であった。傘径に
よる吸口サイズに有意差は見られなかった（Mann-
Whitney U-test，p>0.05）。今回の結果からエビクラゲ
の吸口は平均で長径約 365 μm， 短径約 130 μm の大き
さであることが明らかになった。また，傘径が大きい
個体の方が 1 本の口腕あたりの吸口数が多く見られ
た。本研究ではエビクラゲの 8 本ある口腕の内，1 本
の吸口数を計測したため， 個体番号 No. 2， No. 4 では








　採集したエビクラゲ 7 個体の内， 4 個体 （Nos. 1， 2， 
5， 7） から形の残る餌生物が検出された （表 2）。餌生
物は全て口腕内の水管から見出された （図 5a）。餌生
物は小型浮遊性カイアシ類 Paracalanus parvus s.l., 
Oithona sp. の 2 種と同定された （図 5b， c）。根口クラ




餌生物としており（安田ほか，2003；Pitt et al., 2008; 
峯水ほか，2015），今回の結果からエビクラゲも他の
根口クラゲ類と類似した食性であることが示唆され
た。Oithona sp. は個体番号 No. 5 から 1 個体のみ検出
され，P. parvus s.l. は Nos. 1，2，5，7 の個体からそ
れぞれ 6，5，4，2 個体検出された（表 2）。エビクラ
ゲの口腕内の水管から検出した P. parvus s.l., Oithona 
sp. は瀬戸内海において 8，9 月にそれぞれ 1 m3 あた
り数十～数百個体の密度で生息する浮遊性カイアシ類





が判明した。全体が消化されず残っていた 9 個体の P. 
parvus s.l. の体長，体高，体幅を調べたところ，それ
ぞれ 665～921 μm （平均 840 μm）， 201～330 μm （240 




（a）水管内に輸送された Paracalanus parvus s.l．（矢印）；（b）
水管内から検出された Paracalanus parvus s.l.；（c）水管内か
ら検出されたOithona sp．スケール＝ 1 mm （a）；100 μm （b, c）．
表 1． エビクラゲ（個体番号 Nos. 2, 4）の吸口数および吸
口の長径，短径の長さ．
クラゲ No. 傘径（cm） 吸口数 平均長径（μm） 平均短径（μm）
2 17.5 317 372 134
4  6.4 144 348 121
採集日 クラゲ No. 傘径（cm） 湿重量（g） Paracalanus parvus s.l. Oithona sp.
8 月 4 日 1 10.4 160 6 -
8 月 19 日 2 17.5 530 5 -
3 10.3 130 - -
8 月 20 日 4  6.4 125 - -
5 19.7 370 4 1
6 11.3 310 - -
9 月 19 日 7 20.4 730 2 -
43
広島大学総合博物館研究報告Bulletin of the Hiroshima University Museum 8: December 25, 2016  © 広島大学総合博物館Hiroshima University Museum
瀬戸内海産エビクラゲの餌生物と摂餌方法に関する研究
は P. parvus s.l. の成体サイズに相当する（千原・村野，
1997）。今回，水管から検出された P. parvus s.l. の体
長は最大 921 μm だったため，吸口から取り込むため
には吸口に向かって垂直に入るよう方向調整が必要に
なってくるだろう。Paracalanus parvus s.l. の体高，
体幅はそれぞれ平均 240 μm， 275 μm， エビクラゲの





出来ず， 全く餌生物が確認できない個体も 3 個体
（Nos. 3， 4， 6）確認された。Larson（1991）によると 
S. melegris ではカイアシ類を 2 時間以内，二枚貝の
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表 3． 水管内から検出された Paracalanus parvus s.l.の体
長，体高，体幅．
クラゲ No. 体長（μm） 体高（μm） 体幅（μm）
1 840 230 209
1 831 303 251
1 873 245 224
1 665 201 270
2 784 279 221
2 865 271 239
6 874 290 267
7 905 330 295
7 921 330 243
平均 840 275 247
